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宇宙の神秘に触れられる児童館コスモスは開館30周年

折り込まれて
います



科学
教室

科学
教室

天

体
観望会（星空探

訪）

天

体
観望会（星空探

訪）

各
階
の
紹
介

※観覧料:小学
生以上１人１回

 100円

春の番組
はコレ！

「天体観望会」は、毎月1回
夜間に行っています。

（※対象は小学生以上50人） 土曜・日曜日を中心にさまざまな
科学教室を行っています。

児童館コスモスってこんなところ！

天文・宇宙の階（2階） 遊びと創造の階（1階）
科学・体験の階（3階）

所在地、開館時間、休館日等は19ページを見てね！

まだまだ紹介し足りない！

体験コーナーや大型遊
具、図書も充実

していて、いつ来ても気
軽に楽しく遊べ

ます。ぜひ来てくださいね
！

ち
び
っ
こ

フェ
ステ
ィバル

ち
び
っ
こ

フェ
ステ
ィバル

「ちびっこフェスティバル」は、ゴールデン
ウィークの恒例行事。毎年開場前から長
蛇の列ができる人気イベントです。
一番人気は、皆さんから提供していただ
いた絵本やおもちゃなどの子ども用品の
バザー「ちびっこチャリティーマーケッ
ト」。他にも、プラネタリウムの無料投影
や占いの館など、多彩なイベントが行わ
れます。

　　　　　あつ  こ
鈴木 督子先生
　　　　　あつ  こ
鈴木 督子先生

３０年前はこんなことがあったよ！

３０年前はこんなことがあったよ！
●ニュートリノ観測装置スーパーカミ　オカンデの前身施設、カミオカンデ　で超新星爆弾によるニュートリノを　世界で初めて観測●国鉄分割民営化によりJRが発足●世界の人口が50億人を突破●越ヶ谷久伊豆神社周辺と宮内庁　埼玉鴨場を環境保全区域に指定

プラネタリウム
の一般投影

日には、季節に
合わせた上

映を行ってい
るほか、理科

の授業内容が
おさらいで

きるプログラ
ムもやってい

ます。

☆プラネタリ
ウムのご案内

☆
☆プラネタリ

ウムのご案内
☆

投影日 1回目 2回目 3回目

火曜～金曜日
団体投影日

土曜・日曜日
、

祝日、
春・夏・冬休み

一般投影日

11：00～ 14：00～ 15：30～

開館
30周年

児童
館コスモス

　児童館コスモスは、昭和 62年（1987年）
５月に開館しました。さまざまな遊びを通し
て、子どもたちの健やかな成長を促すことを
目的としています。
　「天文と物理」をテーマとして、遊びを通し
て科学に対する興味・関心を高め、創造性
豊かな子どもたちを育むことを願い設立さ
れた施設です。

児童館コスモスで働く子育て支援の先生と科学教室の先生が魅力を紹介

「げんきクラブ」では、親子で楽しめる集
団遊びや運動遊び、おもちゃの製作など
を行っています。
保護者どうしで育児の悩みや不安など
を共有できるいい機会になりますよ。

ほかにもたく
さんの科学教

室や

イベントがあ
るよ！

中谷 しげみ
先生

中谷 しげみ
先生

倉川 典子先生倉川 典子先生

梅田 登美江先生梅田 登美江先生

「あつまれ！0・1・2」では、地域の保
育園の協力のもと、劇遊びや体操、
簡単な工作やおもちゃでの遊びを
楽しめます。
お父さんも参加しやすい催しです。

毎月イベント盛りだくさん！
毎月イベント盛りだくさん！

げん

き
ク
ラ
ブ

げん

き
ク
ラ
ブ

あつ
ま
れ！
０・
１・
２

あつ
ま
れ！
０・
１・
２

親子で参加できるものもいっぱいあるよ

親子で参加できるものもいっぱいあるよ

コスモロボット

野辺 茂樹先生野辺 茂樹先生

CF0000＃000000
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�29年3月に移設

特特集集
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高
ま
る
高
齢
化
率
と

介
護
等
の
需
要

本
市
の
人
口
約
３３
万
９
０
０
０
人

（
平
成
２９
年
１
月
１
日
現
在
）
の
う

ち
、
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
は
約
８
万

２
０
０
０
人
（
同
）
で
、
そ
の
割
合

（
高
齢
化
率
）
は
２４
・
１
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
そ
の
う
ち
の
約

４
割
が
７５
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
割
合
も
近
い
将

来
に
は
５
割
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
（
図
１
）。

一
方
、
本
市
の
要
介
護
認
定
者
数

は
１
万
６
８
５
人
（
２８
年
１２
月
末
日

現
在
）
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
者
の

１３
・
１
％
が
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
ま
す
。
認
定
者
数
も
増
加
し
続

け
、
団
塊
の
世
代
が
７５
歳
以
上
と
な

る
３７
年
に
は
１
万
７
０
０
０
人
を
超

え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
（
図

２
）。
そ
れ
以
降
も
、
医
療
や
介
護

に
対
す
る
需
要
が
さ
ら
に
増
え
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
て

医
療
や
介
護
需
要
の
増
大
の
ほ
か

に
、
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
高
齢

者
の
み
の
世
帯
の
増
加
、
認
知
症
高

齢
者
の
増
加
と
い
っ
た
問
題
も
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
の
医
療
や

介
護
、
生
活
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

が
、
連
携
し
一
体
的
に
行
わ
れ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、
高
齢
者
に
ど
の
よ
う
な
需
要

が
あ
り
、
ど
う
す
れ
ば
地
域
で
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
関
係
機
関

と
協
議
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

総
合
相
談
窓
口
で
あ
る

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者

等
に
必
要
な
援
助
を
行
う
高
齢
者
の
総
合

相
談
窓
口
と
し
て
、
各
市
町
村
が
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
設
置
し
て
い
ま
す
。
本
市

で
は
１３
地
区
を
基
本
と
し
て
、
市
内
１１
カ

所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健

師
ま
た
は
高
齢
者
相
談
の
経
験
が
あ
る
看

護
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
の
資
格
を
持
っ
た
人
材
が
、
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

3
月
中
に
3
カ
所
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

地
区
セ
ン
タ
ー
へ
移
設

地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
自
治

会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
、
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や

市
民
が
利
用
し
て
い
る
施
設

で
す
。
今
後
、
一
人
暮
ら
し

や
認
知
症
の
高
齢
者
が
増
加

し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
中
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
地
区

セ
ン
タ
ー
へ
移
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
各
団
体
な
ど

と
の
連
携
を
強
化
し
、

地
域
住
民
が
高
齢
者
を

支
え
る
仕
組
み
の
構
築

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
は
、
桜
井
、

蒲
生
、
増
林
の
３
つ
の

地
区
セ
ン
タ
ー
へ
の
移

設
が
行
わ
れ
、
来
年
度

以
降
も
順
次
移
設
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。 地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、

自
宅
や
高
齢
者
向
け
住
宅
な
ど
の

「
住
ま
い
」
を
中
心
に
、「
医
療

サ
ー
ビ
ス
」
や
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
」、

地
域
で
暮
ら
す
た
め
の
「
生
活
支

援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
を
適

切
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組

み
で
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
が
機
能
す
る
た
め
に
は
、
各
地

区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

窓
口
に
、
医
療
や
介
護
関
係
者
の

ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
自
治
会
、
民
生

委
員
、
民
間
事
業
者
な
ど
の
連
携

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

民生委員・児童委員は、援助を必
要とする方への支援活動や相談、助
言活動など、地域の皆さんの暮らし
を応援するためのさまざまな取り組
みを行っています。
地域の拠点施設である地区センタ
ーに地域包括支援センターが入るこ
とによって、見守りや相談活動で把
握した支援対象者の情報を提供しや
すくなるなど、地域包括支援センタ
ーとの連携がさらに強化され、地域福祉の向上につながる
と期待しています。

高高
齢齢
者者
が
地地
域域
で
安安
心心
し
て

暮暮
らら
しし
てて
いい
くく
た
め
に

近
年
、
少
子
高
齢
化
は
、
国
全
体
で
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
介
護
等
の
需
要
が
高
ま
る
の
に
対
し
、
そ
れ
を
支
え
る
人

た
ち
は
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
国
は
、
平
成
37
年
度
を
め
ど

に
、高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
包
括
的
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
体
制
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）
の
構
築
を
目
指
す
こ
と

と
し
、
各
市
町
村
が
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、

市
が
行
っ
て
い
る
6
つ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
�
9
6
3
�
9
1
8
7

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は

地域の関係者が参画する
地域包括ケアシステムのイメージ

市
民
が
わ
か
り
や
す
い
場
所
に
、
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す

取り組み

1

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を地

区
セ
ン
タ
ー
へ
移
設

市内の地域包括支援センター
所在地・電話

大吉552－1 �977－3310

大竹831－1 �971－1077

南荻島1987 �978－6500

七左町4－154 �985－3303

川柳町2－507－1
（老人福祉センター
ひのき荘内） �990－0753

東大沢1－11－13
�972－4185

越ヶ谷4－1－1
（中央市民会館内）

�966－1851

元柳田町6－45�964－1911

平方272－1 �970－2015

蒲生2－9－30�985－4700

増森1－85 �963－3331

担当地区

新方

大袋

荻島・
北越谷

出羽

川柳・
大相模

大沢

越ヶ谷

南越谷

桜井

蒲生

増林

名 称

キャンベル
ホーム

あいあい

越谷ホーム

大孝

川柳・大相模

おおさわ

社会福祉
協議会

新越谷病院

シルバーケア
敬愛

かけはし

憩いの里

所在地・電話

下間久里792－1
（桜井地区センター
内） �970－2015

登戸町33－16
（蒲生地区センター内）

�985－4700

増林3－4－1
（増林地区センター内）

�963－3331

名称

地域包括支援
センター桜井
（旧 シルバーケア敬愛）

地域包括支援
センター蒲生
（旧 かけはし）

地域包括支援
センター増林
（旧 憩いの里）

移設日

3月1日

3月15日

3月16日

図2 越谷市の要介護認定者数の推移
（平成29年～37年は推計）

図1 越谷市の高齢者数等の推移
（平成32年～47年は推計）

・サービス利用調整役
・相談業務

＊各施設とも電話番号の変更はありません

権権利利擁擁護護
消費者被害や高齢者
虐待の防止など、高齢
者の権利を守るための
支援を行います。

包包括括的的・・継継続続的的
ケケアアママネネジジメメンントト
地域や様々な職種と関
係機関が連携して高齢者
の生活を支えます。
（ネットワークづくり）

介介護護予予防防ケケアアママネネジジメメンントト
介護保険で「要支援1・2」
と認定された方の介護予防ケア
プランを作成します。
要介護状態になるおそれのあ
る方へは、介護予防教室等の参
加を促します。

総総合合相相談談
健康、介護、生活のこ
となど、さまざまな相談
をお聞きします。必要に
応じて訪問も行います。

保健師または看護師社会福祉士

主
任
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー

地域福祉の向上に期待

越谷市民生委員・
児童委員協議会

会長 臼倉誉治さん

地域包括支援センターの管理者と高橋
市長の意見交換も行われました



高齢者が地域で安心して暮らしていくために特集
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地
域
の
実
情
に
応
じ
て

介
護
予
防
や
生
活
支
援
を

行
う介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業（
総
合
事
業
）は
、
こ
れ
ま
で
の

介
護
予
防
の
制
度
を
見
直
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

を
地
域
全
体
で
支
え
る
体
制
を
整
え

る
ほ
か
、
高
齢
者
自
身
が
介
護
予
防

に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

総
合
事
業
の
開
始
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
介
護
保
険
の
要
支
援
１
・
２
の

認
定
を
受
け
た
方
を
対
象
と
し
て
い

た
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
に
つ
い
て

は
、
国
の
一
律
の
給
付
を
や
め
、
各

市
町
村
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
介

護
予
防
事
業
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

平
成
29
年
10
月
か
ら

サ
ー
ビ
ス
を
拡
充

市
で
は
段
階
的
に
総
合
事
業
の
拡

充
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
１０
月
か
ら

は
、
高
齢
者
に
対
す
る
生
活
支
援
に

つ
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
団
体
が
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
現

在
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
地
域
で
支
援
で
き
る
こ
と

は
地
域
で
対
応
す
る
よ
う
に
な
る
一

方
、
専
門
性
が
高
い
サ
ー
ビ
ス
は
既

存
の
介
護
保
険
事
業
所
が
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
行
う
な
ど
、
高
齢
者
の
さ

ま
ざ
ま
な
需
要
に
対
し
、
役
割
を
分

担
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
す
べ
て
の
方
が
利
用
で
き

る
介
護
予
防
の
た
め
の
事
業
（
一
般

介
護
予
防
事
業
）
も
、
総
合
事
業
と

し
て
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、

要
支
援
や
要
介
護
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
の
な
い
元
気
な
高
齢
者
を
増
や

し
て
い
き
ま
す
。

予
想
さ
れ
る
介
護
専
門
職
の

減
少
に
対
応
す
る
た
め
に

高
齢
化
が
進
む
こ
と
で
、
在
宅
介

護
や
生
活
支
援
の
需
要
も
高
ま
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
生
産
年
齢
人
口
（
１５
歳
〜
６４

歳
）
の
減
少
に
よ
っ
て
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
専
門
職
の
不
足

が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
人
材
の
確
保
が
今
後

ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。人

材
不
足
に
対
応
し
て
い
く
に
は
、

介
護
の
専
門
職
だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
企
業
、

地
域
住
民
な
ど
が
高
齢
者
を
支
え
る

立
場
と
な
り
、
ご
み
出
し
や
掃
除
、

買
い
物
と
い
っ
た
生
活
支
援
を
地
域

で
行
え
る
体
制
を
整
備
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
を
必

要
と
し
な
い
元
気
な
高
齢
者
が
、
支

え
る
側
に
加
わ
り
、
自
身
の
社
会
的

役
割
を
認
識
し
な
が
ら
地
域
で
活
動

す
る
こ
と
で
、
同
時
に
介
護
予
防
の

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
地
域
の
取
り
組
み
を
支
援

市
で
は
、
平
成
２８
年
４
月
に
、
地

域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制
を
支

援
す
る
た
め
、
市
職
員
と
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
、

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設

置
し
ま
し
た
。
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
、
生
活
支
援
や
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
的
に
、
地

域
に
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
ど

ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
不
足
し
て
い
る
の

か
を
調
査
し
、
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
し
ま
す
。

生
活
支
援
体
制
を
整
備
す
る
た

め
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
生
活

支
援
を
実
施
す
る
団
体
が
、
情
報

共
有
や
意
見
交
換
に
よ
っ
て
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

本
市
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
、
市
内
全
域

で
生
活
支
援
を
実
施
し
て
い
る
団

体
で
構
成
す
る
協
議
体
を
、
平
成

28
年
6
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
1
月
か
ら
2
月
に

か
け
て
、
市
内
3
カ
所
で
意
見
交

換
会
を
行
い
ま
し
た
。
意
見
交
換

会
に
は
、
各
地
域
で
生
活
支
援
や

介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る

方
、
高
齢
者
を
支
え
る
仕
組
み
に

興
味
を
持
っ
て
い
る
方
な
ど
延
べ

1
4
3
人
が
参
加
し
、
自
ら
の
活

動
の
紹
介
を
行
っ
た
ほ
か
、
日
々

の
生
活
で
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
率
直
に
話
し
合
い
ま
し

た
。地

域
で
支
援
を
行
う
に
あ
た
っ

て
困
っ
て
い
る
こ
と
を
話
し
合
う

場
面
で
は
、
気
軽
に
支
援
を
頼
め

る
雰
囲
気
作
り
が
重
要
で
あ
る
こ

と
や
、
支
援
す
る
人
と
支
援
を
頼

む
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
仕
組
み
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
意
見

が
挙
げ
ら
れ
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
の

参
加
者
は
大
き
く
う
な
ず
い
て
い

ま
し
た
。

市
で
は
、
地
域
で
の
介
護

予
防
に
関
す
る
住
民
主
体
の

通
い
の
場
な
ど
の
活
動
を
、

よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
行

え
る
よ
う
、
介
護
予
防
活
動

の
中
心
と
な
る
リ
ー
ダ
ー

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
養
成

す
る
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
が
主

体
的
に
地
域
で
介
護
予
防
活

動
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

こ
と
で
、
介
護
予
防
活
動
が

各
地
域
に
広
ま
っ
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講

座
で
誕
生
し
た
リ
ー
ダ
ー
は
、
地

元
の
自
治
会
館
な
ど
を
会
場
に
、

1
〜
2
週
間
に
1
回
の
ペ
ー
ス
で

定
期
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
リ
ー
ダ
ー
の
役

割
を
担
う
人
や
リ
ー
ダ
ー
を
補
助

す
る
人
が
増
え
、
高
齢
者
が
自
分

で
通
う
こ
と
が
で
き
る
場
が
身
近

に
で
き
る
こ
と
で
、
運
動
に
よ
る

介
護
予
防
だ
け
で
な
く
、
参
加
者

の
交
流
に
よ
る
地
域
力
の
強
化
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

興
味
の
あ
る
講
座
に
参
加
し
、

介
護
予
防
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
が
参
加
で
き
、
定
期

的
に
地
域
で
活
動
し
て
い
る
団
体

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
の

結
果
は
、「
高
齢
者
が
参
加
で
き

る
地
域
の
通
い
の
場

一
覧
ブ
ッ

ク
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。
冊
子
は

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各

地
区
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
自
身
に
合

っ
た
通
い
の
場
を
見
つ
け
、
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

近
年
、
高
齢
者
が
自
宅
で
孤
独

死
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー

ス
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
高
齢
者
の
一
人
暮

ら
し
や
高
齢
者
夫
婦
だ
け
の
世
帯

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
1
0
0
あ
る
市
内
の

老
人
ク
ラ
ブ
の
う
ち
51
の
ク
ラ
ブ

で
は
、
孤
独
死
を
防
ぐ
た
め
、
地

域
の
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
と
し

て
自
宅
を
訪
問
し
た
り
、
電
話
を

か
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

行
政
に
は
、
私
た
ち
の
よ
う
な

団
体
が
、
地
域
で
活
動
し
や
す
く

な
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
ニ
ー

ズ
も
多
様
化
し
、
行
政
だ
け
で
す

べ
て
に
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

昔
か
ら
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
と

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
地
域
住

民
が
で
き
る
範
囲
で
協
力
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

介
護
予
防
の
充
実
と
生
活
援
助
の
選
択
肢
を
増
や
し
ま
す

取り組み

2

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
実
施

介介
護護
予予
防防
リリ
ーー
ダダ
ーー
養養
成成
講講
座座

総合事業の開始により、要支援1・2の方へのサービスが変わります

〈総合事業開始後〉

（変更なし）

従来の訪問介護や通所介護と同様、
介護保険事業所の専門職（ホーム
ヘルパー等）によるサービス

予防給付の基準（職員の配置基準
等）を緩和したサービス
【２９年１０月開始予定】

有償・無償のボランティア等によ
る住民主体の支援
【２９年１０月開始予定】

保健・医療の専門職による短期間
（３～６カ月）で行われるサービス
【２９年１０月開始予定】

予防給付と
同様の内容

緩和した
基準による
サービス

住民主体に
よるサービ
ス

短期集中予
防サービス

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

通
所
型
サ
ー
ビ
ス

〈現行〉

・福祉用具貸与
・通所リハビリ
テーション

・訪問看護 など

・訪問介護
・通所介護

元気に体を動かすことが介護予防になります

地
域
住
民
を
生
活
支
援
の
担
い
手
と
す
る
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す

取り組み

3

生
活
支
援
体
制
を
整
備

今後、
地域で必要な
取り組み

情
報
共
有
と
意
見
交
換

で
、
よ
り
充
実
し
た
支

援
を
目
指
す

意見交換会では、それぞれの取り組みや
考え方について意見を交わしました

・近所のごみ出し

・買い物支援や調理補助

・ラジオ体操

・お弁当等の手渡し

・掃除の手伝い

・茶話会・サロンの企画・運営

（ミニデイサービス、通いの場）

予防給付 予防給付

介護予防・日常生活支援総合事業

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
地
域

住
民
が
対
応
で
き
る
よ
う
に

越谷市老人クラブ連合会
北山 隆司さん

団体の活動内容を
写真付きで紹介



高齢者が地域で安心して暮らしていくために特集
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在
宅
医
療
・
在
宅
介
護
の
体
制

を
整
え
、
入
院
病
床
の
不
足
に

対
応
す
る

在
宅
医
療
・
在
宅
介
護
と
は
、
高

齢
者
を
は
じ
め
、
病
気
や
障
が
い
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
っ
て
通
院

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
対
し
、
住

み
慣
れ
た
自
宅
な
ど
で
必
要
な
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
を

い
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
医

療
と
介
護
の
両
方
を
必
要
と
す
る
人

が
増
加
し
、
入
院
病
床
の
不
足
な
ど

の
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る

前
に
、
入
院
す
る
こ
と
な
く
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
体
制

を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

各
医
療
関
係
団
体
で
は
、
か
か
り

つ
け
医
や
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
の
利

用
を
推
進
し
た
り
、
在
宅
患
者
も
利

用
で
き
る
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
な

ど
、
市
民
に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
、
皆
さ
ん
の
ふ
だ
ん

の
生
活
習
慣
や
病
歴
を
把
握
し
て
も

ら
っ
て
お
く
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う

時
、
迅
速
な
対
応
が
で
き
ま
す
。

医
療
・
介
護
関
係
者
に
よ
る

連
携
を
進
め
る

越
谷
市
医
師
会
で
は
、
平
成
２８
年

４
月
に
医
療
・
介
護
関
係
者
の
相
談

や
支
援
等
を
行
う
連
携
窓
口
を
設
置

し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
で
は
医
療
・

介
護
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性

や
役
割
な
ど
を
お
互
い
に
理
解
し
連

携
を
図
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
中
心
と
し
た
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。

高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
う
場

地
域
ケ
ア
会
議
は
、
医
療
や
介
護
の
専
門
職

と
地
域
の
方
が
高
齢
者
へ
の
支
援
策
の
検
討
を

行
う
場
で
す
。
ま
た
、
検
討
し
た
結
果
を
集
約

し
、
高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
に

つ
い
て
議
論
し
ま
す
。

本
市
で
は
、市
内
１１
カ
所
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
具
体
的
な
ケ
ー
ス
を
基
に
支
援
策

の
検
討
を
行
う
会
議
か
ら
、
市
全
体
に
共
通
す

る
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
会
議
ま
で
、３
つ

の
段
階
に
分
け
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

越谷市医師会では、行政との連
携の下、地域ケア会議への参加や、
認知症対策への対応（物忘れ相談
医・認知症初期集中チームの結成）、
医療と介護の連携窓口の設置など
を行っています。
連携窓口では、在宅医療と介護
の連携に関する相談（在宅医師の
紹介・登録、在宅患者用のベッド
運営等）や医療と介護関係者の研
修、情報共有のためのシステム整備を行っています。
現在、開業医の件数は増加していますが、地域包括ケア
システムを運営するために必要な在宅医の数には遠く及び
ません。今後、１人でも多くの訪問医師を増やすために、
市民の皆さんにも関心を持ってもらい、地域医療を住民と
ともに作り上げていきたいと考えています。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
設
置

市
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
地

域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
今
年
２
月
に
「
越
谷

市
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
は
、
専
門
医
、
保
健
師

ま
た
は
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
ま
た
は
介
護
福

祉
士
な
ど
の
医
療
と
福
祉
の
専
門
職
で
構
成
さ

れ
た
チ
ー
ム
で
、
認
知
症
の
早
期
診
断
・
早
期

対
応
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

相
談
窓
口
は
各
地
区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
す
。
チ
ー
ム
に
よ
る
初
回
訪
問
後
に
支

援
の
方
針
を
決
め
、
対
応
し
ま
す
。
支
援
終
了

後
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
へ
引
継
ぎ
が
行
わ

れ
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
の
人
に

対
し
何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
な
く
、

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
家

族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
の
こ
と
で
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
全
国
で
行

わ
れ
て
お
り
、本
市
で
も
平
成
１９
年
か
ら
２８
年
ま

で
に
２
万
６
０
０
０
人
以
上
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養

成
し
ま
し
た
。講
座
で
は
、認
知
症
の
人
と
接
す

る
と
き
の
心
構
え
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
な
ど

に
つ
い
て
学
び
、受
講
者
に
は
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証

と
し
て
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
が
渡
さ
れ
ま
す
。

現
在
で
は
市
内
の
小
中
学
校
や
地
区
セ
ン
タ

ー
で
も
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
自
治
会
等
の
団

体
へ
の
出
張
講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
地
域
包
括
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
�

９
６
３
�
９
１
６
３
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご えん

口腔ケアは、誤嚥性肺炎などに
有効とされており、一生涯を通し
て継続することが重要です。
越谷市歯科医師会では、越谷市

地区在宅歯科医療推進窓口を開設
し、お口でお困りのことがあれば、
どんなささいなことでも在宅・入
院時を問わず相談を受け付
けています。

越谷市地区在宅歯科
医療推進窓口
☎090－5764－8020
（月曜～金曜日、
午前10時～午後3時）

平成２８年４月に、かかりつけ薬剤師
制度が始まりました。担当の薬剤師が
他の医療機関・薬局で受け取った薬や
市販薬などをまとめて把握して、服用
の注意点などをアドバイスします。
また、各薬局の薬剤師は、薬につい
ての相談をお受けしているほか、患者
さんをサポートするため、以下のよう
なことも行っています。
�薬の飲み合わせを調べます
�同じときに飲む複数の薬を、飲みやすく一袋にまとめます
�飲み残した薬（残薬）を調整します
�ご自宅に伺い、薬の管理のお手伝いをします
病院や歯科、薬局に行く時は、お薬手帳を携帯してください。
そのほか、介護保険制度、健康相談などについてもお気軽にご
相談ください。

医
療
の
需
要
が
高
い
高
齢
者
を
、
医
療
・
介
護
の
専
門
職
が
支
援
し
ま
す

取り組み

4

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
を
推
進

地
域
住
民
が
地
域
の
課
題
を
検
討
し
、
共
有
で
き
る
場
を
提
供
し
ま
す

取り組み

5

地
域
ケ
ア
会
議
を
設
置

個別ケース検討会議では、参加者から出された
意見をまとめながら、具体的な事例を検討します

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
や
す
い
生
活
環
境
の
整
備
を
目
指
し
ま
す

取り組み

6

認
知
症
施
策
を
推
進

市全体

各地区

市長の附属機関として、
市全体で共通する課題
について話し合います。

越谷市地域包括ケア推進協
議会
医師・歯科医師・薬剤師

などの医療関係者、介護支
援専門員や介護サービス事
業所職員などの介護関係者、
学識経験者

個別ケース検討会議で
抽出された地域の課題
について、地域住民と
検討を行います。

高齢者への支援策の検
討を行います。また、
高齢者等が抱える問題
を検討することで見え
てくる地域の課題を抽
出します。

地域包括支援ネットワーク
会議
自治会・民生委員・福祉推
進員などの地域の代表者、
医療・介護関係者

個別ケース検討会議
医師・歯科医師・薬剤師な
どの医療関係者、介護支援
専門員や介護サービス事業
所職員などの介護関係者、
自治会・民生委員などの地
域の代表者

小中学校での認知症サポーター養成講座
では、寸劇なども取り入れています

支援の流れ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
相
談

�

初
回
訪
問
（
保
健
師
ま
た
は
看
護

師
と
、
社
会
福
祉
士
ま
た
は
介
護

福
祉
士
等
が
自
宅
を
訪
問
）

�

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
で
の
会
議

�

必
要
な
支
援
の
実
施

�

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
で
の
会
議

�

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
へ
の
引
継
ぎ

在宅・入院患者の相談受付や
口腔ケア指導で病気を予防

越谷市歯科医師会 理事
栗田 修身さん
（栗田歯科医院）

入院患者に、看護師とともに
口腔ケアの指導を行っています

市内の医療・介護関係者が集まり研修会が行
われています

行政や医療・介護関係者、市民とともに
地域医療を作り上げる

かかりつけ薬剤師制度や自宅への
訪問サービスで薬の管理・服用を支援

越谷市医師会 理事
岡野 昌彦さん
（岡野クリニック）

越谷市薬剤師会 会長
藤田 照子さん
（弥生薬局）
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FM86.8

タウン情報

バラ
エテ
ィ

ミュー
ジック

♪

イベント中継

24時間、毎日放送しているこしがやエフエム。
ふだん放送している内容は、音楽や地域のイベ
ント告知や出来事、市政情報などです。市民パ
ーソナリティが地域情報をお届けする番組もあ
ります。また、地域で大きなイベントが行われ
る際は、イベントの様子を生放送でお届けする
こともあります。こ
れまで、こしがや産
業フェスタ、水辺の
クリスマスナイト、
越谷市民まつり、協
働フェスタに出向き、
特別番組を放送しま
した。

皆さんがラジオ放送を聴くときはいつで
すか。家で家事をしているとき、通勤・通学の
とき、外で散歩をしているとき…さまざまかと思
いますが、「車に乗っている（運転している）とき」
と答える方が多いのではないでしょうか。
越谷市周辺（こしがやエフエムを聴くことができ
るエリア）に車で出かけるときがこしがやエフエ
ムを聴くチャンスです。まずは、カーラジオ
にFM放送の８６．８メガヘルツを登録。「車
に乗ったら、こしがやエフエム」の

習慣はいかがですか。

こしがやエフエ
ムは、東埼玉資源
環境組合（リユー
ス）第一工場の展
望台に放送用のア
ンテナが設置され
ていて、越谷市だけでなく、草加市・八潮市・三郷市・吉
川市・松伏町などでも受信することができます。周波数86．8
メガヘルツの語呂合わせから、愛称は「ハロー・ハッピー
868」。「ひと☆つなぐ、ささえる」のキャッチフレーズに
は、コミュニティFMを通し、人と人をつなぎ、支えるこ
とで、豊かなまちづくりに貢献していきたいという思いが
込められています。地域の誰もが情報の発信者・受信者と
なることができ、地域のさまざまな情報をきめ細かく放送
しています。

こしがやエフエムのホームページで、市民パーソナリ
ティの募集をしているのを見て「やってみたい！」と思
い、応募しました。イベントの司会をする仕事をしてい
たので、話すことは大丈夫と思っていたのですが、やっ
てみたら難しかったという印象ですね（笑）。スタッフ

の方に、話すスピードや滑舌など指導していただき
ながら、楽しくやらせてもらっています。

越谷のことはもちろんですが、私自身が
経験してきた子育てのこと、生活をして
いて感じたことなどもお話しています。

こしがやエフエムを聴いてくださ
るとうれしいです。

初めてこしがやエフエムで話したのは、昨年の夏ごろ。市
内の団体を紹介する特別番組があり、私は所属する演劇団体
の一員として、出演しました。その時に、ラジオパーソナリ
ティっておもしろいかも！と思って。その後、改めて応募さ
せてもらって市民パーソナリティをしています。
ラジオは、声のみの情報なので、いろい

ろと話していると本当に伝えたいことが
分かりにくくなりがちです。「伝えたい
ことは何か」を考えながら話すように
心がけています。越谷の楽しいこと、お
もしろいことなどリスナーの皆さんの役
に立つ情報をお届けしているの
で、ぜひ聴いてほしいと思い
ます。

昨
年
３
月
２７
日
に
埼
玉
県
内
で
６
局
目
と

な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
「
こ
し
が
や
エ

フ
エ
ム
」（
株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
こ
し
が
や

越
野
操
代
表
取
締
役
社
長
）
が
開
局
し
て
か

ら
、
ま
も
な
く
１
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
し

が
や
エ
フ
エ
ム
は
、「
ひ
と
☆
つ
な
ぐ
、
さ

さ
え
る
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
毎
日
お
届
け
し
て
い

ま
す
。
こ
し
が
や
エ
フ
エ
ム
を
聴
い
て
、
も

っ
と
越
谷
の
こ
と
、
知
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

越越谷谷のの
HHOOTTなな情情報報がが
いいっっぱぱいい！！

ここししががややエエフフエエムムを
聴いて
みよう！

？？ココミミュュニニテティィＦＦＭＭっっててななにに
コミュニティFMは、総務大臣の免許

を受けて、開局・運営する放送局です。
市区町村など一部地域で、地域のきめ細
かな情報を発信することができるので、
豊かなまちづくりに貢献できることが特
徴です。市販されているFMラジオや
カーラジオで聴くことができます。

「こしがやエフエム」は
こんな放送局です

どどんんなな番番組組をを
放送しているの？

メメガガヘヘルルツツ

FFMM8866..88MMHHzz
2244時時間間放放送送中中！！

車に乗ったら
こしがやエフエム！？

＊番組内容の最新情報
は、こしがやエフエ
ムのホームページ
（http : //www.ko
shigaya.fm/）に掲
載しています

▲1月28日に行われた
協働フェスタでの様子

▲タウン情報をお伝えする市民パーソナリティーのTAE（たえ）さん。
「TAEさんの声はきれい」と評判です

番番組組をを盛盛りり上上げげるる！！

市市 民民
パパーーソソナナリリテティィ

ラジオ番組にパーソナリティは欠かせません。番組の進行のほか、トークなどを
行うパーソナリティは、ラジオ番組の顔とも言える存在です。こしがやエフエムで
は、２０人の市民パーソナリティが活躍しています。平日の正午から１時間、「たう
ん情報」という番組を受け持ち、曜日ごとに放送しています。
火曜日担当のちゃもりんさん、木曜日担当のTAEさんにお話を伺いました。

た え

TAEさん
生まれも育ちも越谷市で、
現在も市内在住のため、越
谷に対する愛は人一倍大き
い。仕事、演劇活動と多忙
な日々を送る。

ちゃもりんさん
越谷市に住んで20数年。現
在、仕事をしながら朗読など
のボランティア活動も行う。
明るく元気なキャラクター
で番組を盛り上げている。「「収収録録はは緊緊張張のの連連続続でですすがが、、市市民民パパーーソソナナリリ

テティィははややりりががいいががあありりまますす」」とと話話すすおお二二人人
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鉄道
路線バス
タクシー

路線バス（新規）を
目指す地域
新たな公共交通の導入を
目指す地域
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0.50

1.00

昭
和
42
年

昭
和
62
年

平
成
26
年

自動車保有台数
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00..110.1

バ
ス
路
線
の
現
状
と

課
題

タ
ク
シ
ー
の
現
状

鉄
道
利
用
の
現
状

本
市
の
中
央
に
は
、
東
武
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
ラ
イ
ン
が
南
北
に
、
南
部
に

は
、
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
が
東
西
に
運
行

し
て
い
ま
す
。
市
内
８
駅
合
計
の
１

日
平
均
利
用
者
数
は
、
２６
万
４
９
９

人（
平
成
２７
年
度
越
谷
市
統
計
年
報
）

で
す
。

特
に
、
新
越
谷
駅
と
南
越
谷
駅
は

隣
接
し
、
相
互
乗
り
換
え
が
可
能
な

駅
で
あ
り
、
１
日
平
均
利
用
者
数
は

１０
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
そ
の
他

６
駅
に
つ
い
て
も
、
１
日
平
均
利
用

者
数
は
、
１
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

鉄
道
の
課
題

現
在
、
市
内
４
駅
（
大
袋
駅
・
新

越
谷
駅
・
南
越
谷
駅
・
越
谷
レ
イ
ク

タ
ウ
ン
駅
）
に
は
、
視
覚
障
が
い
の

あ
る
方
が
駅
ホ
ー
ム
の
内
側
を
認
識

す
る
た
め
の
「
内
方
線
付
き
点
状
ブ

ロ
ッ
ク
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

残
り
の
４
駅
に
つ
い
て
も
、
駅
ホ
ー

ム
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
設
置
促

進
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

バ
ス
路
線
利
用
の
現
状

市
内
バ
ス
路
線
は
、
民
間
バ
ス
事

業
者
６
社
が
８３
系
統
の
バ
ス
路
線
を

運
行
し
、
１
日
平
均
利
用
者
数
は
、

２
万
８
８
７
９
人
（
平
成
２７
年
度
越

谷
市
統
計
年
報
）
で
す
。

バ
ス
路
線
の
課
題

平
成
１４
年
の
道
路
運
送
法
の
改
正

に
よ
り
、
バ
ス
事
業
の
規
制
緩
和
が

実
施
さ
れ
、
新
規
事
業
者
の
参
入
や

運
賃
設
定
等
で
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
が
促
進
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、

バ
ス
事
業
者
の
判
断
に
よ
る
バ
ス
路

線
の
廃
止
等
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

自
家
用
車
の
普
及
や
少
子
高
齢
化

の
影
響
を
受
け
、
バ
ス
利
用
者
の
減

少
が
深
刻
に
な
る
と
、
バ
ス
路
線
の

撤
退
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

市
で
も
、
現
在
の
バ
ス
路
線
の
確

保
・
維
持
の
ほ
か
、
路
線
バ
ス
を
利

用
し
づ
ら
い
地
域
や
運
行
頻
度
が
少

な
い
地
域
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

移
動
手
段
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る

か
が
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。市

内
タ
ク
シ
ー
事
業
者
は
８
社

（
埼
玉
県
乗
用
車
自
動
車
協
会
県
南

東
部
交
通
圏
加
入
事
業
者
）
あ
り
、

個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
等
と
合
わ
せ

て
、
市
内
全
域
で
タ
ク
シ
ー
を
利
用

で
き
ま
す
。

市
内
の
タ
ク
シ
ー
の
１
日
平
均
利

用
者
数
は
、
７
０
５
４
人
（
平
成
２７

年
度
タ
ク
シ
ー
事
業
者
調
査
）
で
す
。

市
で
は
、
公
共
交
通
の
現
状
と
課

題
を
明
確
に
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
支

え
る
公
共
交
通
網
の
充
実
を
図
る
た

め
、
国
・
埼
玉
県
・
越
谷
市
・
公
共

交
通
事
業
者
・
市
民
の
皆
さ
ん
で
構

成
す
る
越
谷
市
地
域
公
共
交
通
協
議

会
を
設
立
し
、
越
谷
市
公
共
交
通
網

形
成
計
画
を
平
成
２８
年
３
月
に
策
定

し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
利
便
性
が
高
く

持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
の
形
成
を

基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。
基
本
方

針
の
実
現
の
た
め
、
地
域
に
適
し
た

公
共
交
通
網
の
形
成
、
鉄
道
や
路
線

バ
ス
を
利
用
し
づ
ら
い
地
域
の
サ
ー

ビ
ス
改
善
、
公
共
交
通
を
持
続
可
能

な
も
の
と
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
の
３
つ
の
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
ご
と
に

平
成
３２
年
度
ま
で
に
取
り
組
む
事
業

を
設
定
し
、
計
画
期
間
内
の
目
標
達

成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

鉄
道
駅
か
ら
１
㌔
以
内
（
図
２
の

青
色
の
地
域
）
ま
た
は
バ
ス
停
か
ら

３
０
０
㍍
以
内
（
図
２
の
赤
色
の
地

域
）
の
区
域
を
「
乗
合
交
通
利
用
圏

域
」
に
設
定
し
ま
し
た
。
市
内
面
積

に
対
す
る
カ
バ
ー
率
は
約
７１
・
２
％

（
平
成
２２
年
度
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
乗
合
交
通
利
用
圏
域
」

外
を
「
新
規
交
通
検
討
地
域
」（
図

２
の
無
色
の
地
域
）
と
設
定
し
ま
し

た
。今

後
、「
乗
合
交
通
利
用
圏
域
」

で
は
、
自
家
用
車
を
運
転
で
き
な
い

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
や
、
高

齢
者
の
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

の
た
め
に
、
自
家
用
車
の
依
存
か
ら

公
共
交
通
の
利
用
へ
転
換
し
、
公
共

交
通
の
利
用
促
進
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、「
新
規
交
通
検
討

地
域
」
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
市

と
の
協
働
に
よ
る
新
た
な
公
共
交
通

の
構
築
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
現
在
、「
新
規
交
通
検

討
地
域
」
に
お
け
る
新
た
な
公
共
交

通
を
導
入
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
公
共
交

通
の
仕
組
み
の
形
成
に
向
け
て
、
桜

井
・
新
方
・
増
林
・
大
袋
・
荻
島
・

出
羽
・
大
相
模
地
区
の
市
内
７
地
区

で
公
共
交
通
地
区
懇
談
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
代
表
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

越谷市のまちづくりを支える

公公共共交交通通をを考考ええよようう

越
谷
市
の
公
共
交
通
は
、
東
武
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン
6
駅
と
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野

線
2
駅
の
市
内
8
駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

を
中
心
に
、
路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
が

公
共
交
通
事
業
者
に
よ
り
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

な
ど
社
会
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
や
観
光
客
な
ど

の
移
動
手
段
と
し
て
の
公
共
交
通
の
確

保
や
維
持
が
、
今
後
こ
れ
ま
で
以
上
に

厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
今
、
越
谷
市
の
ま
ち
づ
く
り
を

支
え
る
公
共
交
通
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

越
谷
市
の
公
共
交
通
の
現
状
と
課
題

鉄
道
の
現
状
と
課
題新越谷駅における内方線付き点状ブロック

課
題
を
踏
ま
え
て

越
谷
市
の
公
共
交
通
網
の
方
針

図2 越谷市の公共交通網方針図
（イメージ）

〜
利
便
性
が
高
く
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
の
形
成
に
向
け
て
〜

図1 越谷市内の公共交通

自家用車の普及率（越谷市）

交通手段

通常の点字ブロックの
ホーム側に「線状突起」
がついている

バス路線：赤線
タクシー利用圏域：
市内全域

■基本方針
利便性が高く持続可能な公共交通網の形成

■計画区域
越谷市全域

■計画期間
平成28年度
～32年度

■目標年度
平成32年度

■計画の目標
①地域に適した公共交通網を形成し
ます
②鉄道や路線バスを利用しづらい地
域などのサービス改善を図ります
③公共交通を持続可能なものとする
ための仕組み（体制やルールなど）
をつくります

越
谷
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

平成20年東京都市圏パーソナルトリップ調査
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地地球球
環環境境ににややささししいい

健健康康
にによよいい

越谷市立病院越谷市立病院越谷市立病院

3

7

8

5
6

4

9

1

2

越谷市保健所越谷市保健所
夜間急患診療所夜間急患診療所
越谷市保健所
夜間急患診療所

さいたま地方法務局さいたま地方法務局
越谷支局越谷支局
さいたま地方検察庁さいたま地方検察庁
越谷支局越谷支局
越谷区検察庁越谷区検察庁

さいたま地方法務局
越谷支局
さいたま地方検察庁
越谷支部
越谷区検察庁

�

�

照
明
こ
ま
め
に

（
60
分
）
消
す

Ｔ
Ｖ
を
60
分
消
す 

冷
蔵
庫
を
整
理
す
る 

冷
房
を

１
℃
調
節
す
る 

シ
ャ
ワ
ー
を

２
分
減
ら
す 

１
日
５
分
ア
イ
ド

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

包
装
の
少
な
い
買
い
物 

追
い
炊
き
を

１
回
減
ら
す 

リ
サ
イ
ク
ル
に
出
す 

１
日
10
分

ク
ル
マ
を
控
え
る 

0
50
100
150
200
250
300
350
400
450 1年間あたりのCＯ２削減量（kg）

自
動
車

公
共
交
通
利
用

0

50

100

150

200

250
消費カロリー（kcal）

越谷市立病院

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス

の
導
入
促
進

サ
イ
ク
ル
ア
ン
ド

バ
ス
ラ
イ
ド
拠
点
の

整
備

バ
ス
停
利
用
環
境
の

改
善

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

（
内
方
線
付
き
点
状

ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
等
）

案
内
マ
ッ
プ
・

利
用
促
進
ツ
ー
ル

な
ど
の
作
成

目
標
の
達
成
の
た
め
に
設
定

し
た
実
施
事
業
の
中
か
ら
、
代

表
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
、
妊

娠
中
の
方
を
は
じ
め
、
誰
も
が
快
適

に
路
線
バ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

国
・
埼
玉
県
と
連
携
し
、
ノ
ン
ス
テ

ッ
プ
バ
ス
を
導
入
す
る
バ
ス
事
業
者

に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

「
サ
イ
ク
ル
ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ
ド

駐
輪
場
」
と
は
、
バ
ス
停
が
近
く
に

あ
る
施
設
で
、
そ
の
施
設
を
利
用
す

る
方
の
ほ
か
、
路
線
バ
ス
を
利
用
す

る
方
も
自
転
車
を
駐
輪
で
き
る
駐
輪

場
の
こ
と
で
す
。

平
成
２８
年
９
月
に
、
サ
イ
ク
ル
ア

ン
ド
バ
ス
ラ
イ
ド
の
拠
点
施
設
の
足

が
か
り
と
し
て
、
地
域
の
協
力
を
得

て
川
崎
神
社
前
に
駐
輪
場
を
整
備
し

ま
し
た
。
今
後
、
他
施
設
に
つ
い
て

も
サ
イ
ク
ル
ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ
ド
駐

輪
場
の
整
備
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

埼
玉
県
の
事
業
「
出
歩
き
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
〜
バ
ス
が
つ
な
ぐ
・
人

が
つ
な
が
る
〜
」
に
、
市
も
参
加
し

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
官
民
が

連
携
し
て
公
共
交
通
を
利
用
し
や
す

く
す
る
こ
と
で
、
お
子
さ
ん
か
ら
高

齢
者
ま
で
誰
も
が
出
歩
き
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
取
り
組
み
で
す
。

バ
ス
停
か
ら
５０
㍍
圏
内
で
バ
ス
を
気

軽
に
待
つ
こ
と
が
で
き
る
施
設「
バ

ス
ま
ち
ス
ポ
ッ
ト
」や
、
バ
ス
停
か

ら
５
０
０
㍍
圏
内
で
バ
ス
停
ま
で
歩

く
と
き
に
休
憩
で
き
る
施
設
「
ま
ち

愛
ス
ポ
ッ
ト
」
の
登
録
拡
大
に
努
め

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
さ
ら
に
ご
参
加
い
た
だ

け
る
施
設
を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
バ

ス
ま
ち
ス
ポ
ッ
ト
」「
ま
ち
愛
ス
ポ

ッ
ト
」
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
都
市

計
画
課
（
☎
９
６
３
�
９
２
２
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
内
方
線
付
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
」は
、

視
覚
障
が
い
が
あ
る
方
の
駅
ホ
ー
ム

か
ら
の
転
落
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
設

置
す
る
も
の
で
す
。
設
置
さ
れ
て
い

な
い
、
せ
ん
げ
ん
台
駅
、
北
越
谷

駅
、
越
谷
駅
、
蒲
生
駅
の
４
駅
に
、

「
内
方
線
付
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
」
を

設
置
す
る
鉄
道
事
業
者
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

市
内
の
公
共
交
通
（
鉄
道
、
路
線

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
）
を
総
合
的
に

案
内
す
る
「
平
成
２９
年
３
月
版
こ
し

が
や
公
共
交
通
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
３
月
末
に
都
市

計
画
課
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
等
で
配

布
す
る
予
定
で
す
。

越
谷
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
は
、
都
市
計
画
課
（
本
庁
舎

3
階
）
で
ご
覧
に
な
れ
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
（
左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
）。
計
画
の
概

要
版
に
つ
い
て
は
、

都
市
計
画
課
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に

少
し
ず
つ
、
鉄
道
、
路
線
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交
通
を
取

り
入
れ
る
こ
と
が
、
本
市
に
お
け

る
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
形
成

に
つ
な
が
る
第
一
歩
と
な
り
ま

す
。こ

の
特
集
に
つ
い
て
の
ご
意

見
・
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

都
市
計
画
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課
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❶越谷市立病院（降車用バス停）
■タローズバス

❷越谷市立病院
■朝日バス 行先１：総合公園 行先２：いきいき館

行先３：増林地区センター（総合体育館経由）
行先４：レイクタウン駅北口
行先５：越谷駅東口（越谷市役所前経由）

❸越谷市立病院前
■朝日バス 行先１：総合公園 行先２：いきいき館

行先３：増林地区センター 行先４：レイクタウン駅北口
■タローズバス 行先１：東埼玉テクノポリス（松伏ニュータウンSC経由）

行先２：東埼玉テクノポリス（松伏高校経由）
行先３：松伏ターミナル（松伏役場前経由）
行先４：増林公園（越谷市斎場）

❹越谷市立病院（乗車用バス停）
■タローズバス 行先１：せんげん台駅東口（市立図書館、越谷北高校前経由）

❺越谷市立病院前
■朝日バス 行先１：花田（花田苑、こしがや能楽堂経由）

行先２：越谷市立図書館前（花田苑、こしがや能楽堂経由）
行先３：越谷駅東口（越ヶ谷高校経由）

❻越谷市立病院前
■朝日バス 行先１：南越谷駅北口（大相模不動尊（大聖寺）、埼友クリニック経由）

❼法務局前
■朝日バス 行先１：南越谷駅北口（大相模不動尊（大聖寺）、埼友クリニック経由）
■タローズバス 行先１：越谷レイクタウン駅北口（南埼玉病院、イオンレイクタウン経由）

❽法務局前
■朝日バス 行先１：花田（花田苑、こしがや能楽堂経由）

行先２：越谷市立図書館前（花田苑、こしがや能楽堂経由）
行先３：越谷駅東口（花田苑、こしがや能楽堂経由）

■タローズバス 行先１：タローズ本社前（総合体育館前、松伏ニュータウンSC経由）

❾越谷市立病院前（朝日バス）、越谷市立病院（タローズバス）
■朝日バス 行先１：越谷駅東口（越谷市役所前経由）
■タローズバス 行先１：南越谷駅北口（越谷警察署、越谷三丁目、流通団地一丁目経由）

公
共
交
通
網
を
形
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み

せ
ん
げ
ん
台
駅
、
越
谷
駅
、
南
越

谷
駅
、
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
な
ど

か
ら
発
着
す
る
多
く
の
バ
ス
路
線
が
、

越
谷
市
立
病
院
周
辺
を
経
由
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
越
谷
市
立
病
院

周
辺
で
路
線
バ
ス
を
乗
り
継
ぐ
こ
と

で
、
せ
ん
げ
ん
台
駅
か
ら
越
谷
駅
・

南
越
谷
駅
・
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
・

吉
川
市
方
面
（
そ
の
逆
も
）、
越
谷

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
か
ら
松
伏
町
方
面

に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
路
線
バ

ス
を
乗
り
継
い
で
目
的
地
ま
で
行
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

バスからバスへの乗り継ぎに便利！
越越谷谷市市立立病病院院周周辺辺のの路路線線ババスス乗乗りり場場案案内内

皆皆ささんんのの
ごご意意見見・・ごご感感想想をを
おお待待ちちししてていいまますす

（（写写真真提提供供：：茨茨城城急急行行自自動動車車株株式式会会社社））

�
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス

＊
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
…
低
床
バ
ス
の

う
ち
、
床
面
の
地
上
面
か
ら
の
高
さ

が
お
お
む
ね
30
㌢
以
下
の
バ
ス
で

「
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
の
円

滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
の
定

め
る
基
準
に
適
合
す
る
バ
ス

�
サ
イ
ク
ル
ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ
ド

駐
輪
場

�
バ
ス
ま
ち
ス
ポ
ッ
ト
（
平
成

29
年
2
月
現
在
、
市
内
22
カ

所
の
施
設
が
登
録
）

移動による消費カロリー 1年間あたりのCO2削減量

資料：日本モビリティマネジメント財団

公共交通のよいところ
公共交通の利用が促進されると、メリットがたくさんあります。
テレビを消したり、エアコンを調節したりすることでCO２（二酸化炭素）排

出量は減らすことができます。しかし、自動車の利用を少し減らすことで、何
十倍も効率的にCO２排出量を減らすことができます。
また、例えば、３０㎞の距離を自動車で移動した場合、１時間で約１０２kcal消
費します。公共交通（徒歩と電車）を使って移動すると、２２０kcalを消費しま
す。公共交通の利用では、自動車に比べ、消費カロリーが約２倍になります。
また、自動車での通勤者と、自動車以外の通勤者の肥満度を比べた場合、自動
車通勤者の方が肥満度が４～５割高いというデータも報告されています。

�
平
成
29
年
3
月
版
こ
し
が
や
公
共
交
通

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

路
線
バ
ス
の
上
手
な
使
い
方

ババ
スス
をを
乗乗
りり
継継
いい
でで
目目
的的
地地
へへ

市内には、越谷市立病院以外にも、せんげん台駅、越
谷駅、新越谷・南越谷駅の駅前など、バスを乗り継ぐこ
とで目的地にたどり着けるバス乗り場があります。電車
からバス、電車からタクシーのほか、バスからバスへの
乗り継ぎを探してみてはいかがでしょうか。
路線バスの運行時刻表および運賃等については、各バ
ス事業者にお問い合わせいただくか、各バス事業者のホ
ームページをご覧ください。

■朝日バス（朝日自動車株式会社） �970－5170
■タローズバス（株式会社ジャパンタローズ） �993－1118
■国際興業バス（国際興業株式会社） �048－218－5931
■茨急バス（茨城急行自動車株式会社） �992－0031
■グローバル交通（株式会社グローバル交通） �972－5523
■東武バス（東武バスセントラル株式会社） �936－1531

＊赤線はバス停❾を中心と
する200ⅿ圏内

越
谷
市
立
病
院
の
敷
地

内
に
は
、
タ
ク
シ
ー
乗

り
場
も
あ
り
ま
す
。 松伏町方面

吉川市
方面

意見
募集
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表
現
力
豊
か
な
声
と
、
か
つ
て
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
日
本
代
表
に
な

っ
た
美
し
い
姿
で
、
世
界
の
オ
ペ
ラ
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い
る
オ
ペ
ラ

歌
手
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
の
小
川
里
美
さ
ん
。
幼
少
期
は
越
谷
で
過
ご
す
こ

と
が
多
く
、
オ
ペ
ラ
と
の
出
会
い
も
越
谷
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
国
際

的
な
オ
ペ
ラ
歌
手
と
な
っ
た
原
点
や
、
5
月
に
行
う
越
谷
で
の
初
リ
サ

イ
タ
ル
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

声
の
美
し
さ
と
華
や
か
さ
に

魅
了
さ
れ
た
「
カ
ル
メ
ン
」

「
両
親
が
共
働
き
だ
っ
た
の
で
、
子

ど
も
の
頃
は
毎
日
越
谷
に
住
む
祖
父
母

の
元
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら

住
ん
で
い
た
の
は
三
郷
で
も
�
越
谷
育

ち
�
な
ん
で
す
よ
」
と
い
う
小
川
さ

ん
。
家
族
が
音
楽
好
き
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
6
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
う
な
ど

幼
い
頃
か
ら
音
楽
に
親
し
ん
で
い
ま
し

た
。
歌
を
始
め
た
の
は
蒲
生
少
年
少
女

合
唱
団
に
入
っ
た
小
学
4
年
生
か
ら
。

「
同
級
生
か
ら
、
合
唱
団
に
入
り
た

い
け
ど
1
人
じ
ゃ
心
細
い
か
ら
一
緒
に

入
っ
て
！

と
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
入
団
す
る
と
私
は
ア
ル
ト

の
パ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。
練
習
し
て

い
く
う
ち
に
、
主
旋
律
を
歌
う
こ
と
が

多
い
ソ
プ
ラ
ノ
と
違
い
、
ハ
ー
モ
ニ
ー

で
歌
を
支
え
、
音
楽
の
幅
を
広
げ
て
い

く
ア
ル
ト
の
面
白
さ
に
す
ご
く
魅
了
さ

れ
ま
し
た
ね
」

合
唱
の
魅
力
に
目
覚
め
は
じ
め
た
小

学
5
年
生
の
と
き
、オ
ペ
ラ
の
名
作『
カ

ル
メ
ン
』
に
出
会
い
ま
す
。

「
越
谷
で
プ
ロ
の
オ
ペ
ラ
歌
手
が
出

演
す
る
公
演
が
開
催
さ
れ
た
と
き
、
地

元
の
合
唱
団
を
出
演
さ
せ
る
と
い
う
企

画
が
あ
っ
て
、
私
た
ち
の
合
唱
団
が
選

ば
れ
た
ん
で
す
。
生
で
オ
ペ
ラ
を
見
る

の
は
初
め
て
で
、
美
し
い
歌
声
と
華
や

か
な
衣
装
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
1
週

間
く
ら
い
頭
の
中
で
カ
ル
メ
ン
の
曲
が

流
れ
続
け
、
オ
ペ
ラ
歌
手
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
」

数
十
年
経
っ
た
今
も
当
時
の
ワ
ク
ワ

ク
感
は
、
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
そ
う
で

す
。
そ
の
後
、
大
学
で
本
格
的
に
歌
を

学
び
た
い
と
思
い
、
東
京
音
楽
大
学
へ

進
学
し
ま
し
た
。

音
楽
へ
の
想
い
を
強
く
し
た

ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
の
経
験

友
人
と
音
楽
や
イ
タ
リ
ア
語
の
勉
強

に
励
ん
で
い
た
大
学
3
年
生
の
と
き
、

街
で
突
然
「
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
に
出

て
み
な
い
か
」
と
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
た
小

川
さ
ん
。

「
今
で
こ
そ
オ
ペ
ラ
で
主
役
を
や
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
当
時
の

私
は
人
前
に
出
る
の
が
得
意
で
は
な
か

っ
た
の
で
、
絶
対
に
向
い
て
い
な
い
と

即
座
に
断
り
ま
し
た
。で
も
、ス
カ
ウ
ト

さ
れ
た
と
き
一
緒
に
い
た
友
人
に
、
オ

ペ
ラ
で
舞
台
に
立
つ
の
が
目
標
な
ら
や

っ
て
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
そ
う
か
も
知
れ
な
い
と
思
い

直
し
、挑
戦
す
る
こ
と
に
し
た
ん
で
す
」

多
く
の
候
補
者
の
中
か
ら
日
本
代
表

の
栄
冠
に
輝
き
、
代
表

活
動
の
た
め
大
学
を
1

年
休
学
。
ミ
ス
・
ユ
ニ

バ
ー
ス
の
経
験
は
貴
重

な
も
の
だ
っ
た
と
い
い

ま
す
。

「
今
ま
で
と
は
全
く

違
う
大
人
の
世
界
を
知
り
、
私
が
い
た

音
楽
の
世
界
の
純
粋
さ
や
、
音
楽
が
自

分
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
掛
け
が
え
の
な

い
も
の
か
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
い
ま

だ
に
�
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
の
頃
か
ら

応
援
し
て
ま
し
た
�
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
い
い
経

験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
」巨

匠
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を

胸
に
、
舞
台
に
立
つ

1
年
間
の
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
で
の

活
動
を
経
て
大
学
に
復
学
し
た
小
川
さ

ん
を
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
恩

師
の
高
橋
啓
三
先
生
。
高
橋
先
生
は
小

川
さ
ん
が
小
学
生
の
と
き
に
衝
撃
を
受

け
た
あ
の
『
カ
ル
メ
ン
』
の
舞
台
に
出

演
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
高
橋
先
生
に
は
音
大
受
験
の
と
き

か
ら
、
今
に
至
る
ま
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
メ
ゾ
ソ
プ
ラ

ノ
か
ら
ソ
プ
ラ
ノ
へ
と
転
向
す
る
よ
う

厳
し
く
導
い
て
く
れ
た
マ
ル
チ
ェ
ッ
ラ

先
生
な
ど
、
オ
ペ
ラ
の
世
界
で
巨
匠
と

言
わ
れ
る
方
々
に
私
は
こ
れ
ま
で
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
先
生
方
が
ご
自
分
の
経
験
や
知
識

を
惜
し
み
な
く
私
に
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
よ
う
に
、
私
も
い
ず
れ
は
後
輩
に
伝

え
て
い
け
る
声
楽
家
に
な
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」

舞
台
に
立
つ
と
き
は
自
分
の
声
や
歌

で
お
客
様
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考

え
、
お
客
様
の
求
め
る
も
の
、
そ
し
て

音
楽
そ
の
も
の
に
も
実
直
で
あ
り
た
い

と
小
川
さ
ん
は
常
に
思
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

生
で
し
か
伝
わ
ら
な
い

オ
ペ
ラ
の
魅
力

今
年
も
す
で
に
た
く
さ
ん
の
演
奏
活

動
が
決
ま
っ
て
い
る
小
川
さ
ん
。
そ
の

う
ち
の
1
本
が
5
月
13
日
に
越
谷
で
行

わ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。

「
越
谷
は
私
の
オ
ペ
ラ
の
原
点
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
オ
ペ
ラ
を
見
た
こ
と

が
な
い
方
や
、
声
楽
家
を
目
指
す
若
い

人
、
合
唱
団
で
活
動
し
て
い
る
方
な
ど

幅
広
く
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
構
成
を
考

え
て
い
ま
す
。
小
学
生
の
と
き
に
見
た

『
カ
ル
メ
ン
』
や
『
ア
イ
ー
ダ
』『
椿

姫
』
な
ど
有
名
な
オ
ペ
ラ
の
曲
を
や
り

ま
す
。
今
回
は
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ

る
の
で
、
気
楽
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る

と
う
れ
し
い
で
す
ね
」

最
後
に
オ
ペ
ラ
初
心
者
の
方
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
伺
う
と
、「
オ
ペ
ラ
を
テ

レ
ビ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
楽
し
む
方
法
も
あ
り

ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
生
で
見
な
い
と
伝

わ
ら
な
い
魅
力
が
絶
対
に
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
、
劇
場
に
来
て
く
だ
さ
い
！

と
い
う
の
が
私
の
気
持
ち
で
す
。
知

識
が
必
要
と
か
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
し
な
く

ち
ゃ
と
思
っ
て
い
る
方
が
多
い
で
す
が
、

内
容
は
あ
ん
ま
り
知
ら
な
い
け
ど
、
オ

シ
ャ
レ
し
た
い
か
ら
行
こ
う
！

く
ら

い
の
気
持
ち
で
大
丈
夫
で
す
。
寝
て
し

ま
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
よ
。
客
席
に
眠

っ
て
い
る
方
を
見
つ
け
る
と
、
私
の
声

か
ら
ア
ル
フ
ァ
波
が
出
て
い
て
心
地
い

い
ん
だ
わ
！

な
ん
て
思
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
か
ら
（
笑
）」

声
と
い
う
唯
一
無
二
の
楽
器
を
丁
寧

に
磨
き
上
げ
、
日
本
を
代
表
す
る
オ
ペ

ラ
歌
手
と
な
っ
た
小
川
さ
ん
。
彼
女
の

美
し
い
歌
声
を
、
越
谷
で
聴
け
る
の
が

と
て
も
楽
し
み
で
す
。

小川 里美
おがわ さとみ／Satomi Ogawa

…プロフィール…
昭和52年、三郷市生まれ。東京音楽大学、
同大学院修了。新国立劇場オペラ研修所修
了。大学時代と研修生時代にオペラの本場、
オーストリア・イタリアへの留学を経験。
第19回日本声楽コンクール第3位、第44回
日伊声楽コンコルソ第3位、平成21年トゥ
ーランドット国際コンクール優勝など、そ
の美声と音楽性は国内外で高い評価を受け、
数多くのオペラや演奏会に出演。現在も日
本のほかアジア・ヨーロッパでの公演も多
く、国際的なオペラ歌手（ソプラノ）とし
て活躍中。ヤマハミュージックアーティス
ト所属

オオ
ペペ
ララ
歌歌
手手（（
ソソ
ププ
ララ
ノノ
））

おお
がが
わわ

ささ
とと
みみ

小小
川川

里里
美美
ささ
んん

舞台に出演する日は、家を出るとき、ゲン担ぎに“火打石を打つ”そう

聴聴
いい
てて
くく
だだ
ささ
るる
方方
がが
喜喜
ぶぶ
音音
楽楽
をを
届届
けけ
たた
いい
。。

そそ
うう
思思
いい
なな
がが
らら
、、いい
つつ
もも
歌歌
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

小川里美さんの公演情報
「サンシティクラシック・

ティータイムコンサート」
【日時】5月13日㈯、午後2時～4時
【会場】サンシティ小ホール
【出演】小川里美（ソプラノ）、佐藤正浩（ピ

アノ）、岡部真一郎（構成・お話）
【料金】一般3，300円・学生1，650円（未就学

児童は入場できません）。全席指定
【チケット予約】サンシティ�985－1112

藤原歌劇団公演「仮面舞踏会」のアメーリア（平成27年）
Ⓒ公益財団法人日本オペラ振興会

蒲生少年少女合唱団を
卒業する時の小川さん
（平成7年）

東京芸術劇場「蝶々夫人」のタイトルロール（平成29年）
Ⓒ藤本雅丈
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（定員のあるものは全て先着順です）

……………………………………………………………………

旋盤で作る金属コマ
日時：4／30（日）①10：00～11：00

②14：00～15：00
対象：小学4年生～大人 各回4名

NCフライス盤はどなたでも
ご覧いただけます。

参加費：無料 申込み：当日、会場にて

蛍光X線分析装置で身近なものを調べよう
日時：4／30（日）①10：00～11：00

②14：00～15：00
対象：どなたでも
…………………………………………
ふれあい動物コーナー
日時：5／3（祝・水）10：00～12：00
内容：キャンベルタウン野鳥の森の

仲間たちがやってきます。
対象：どなたでも
参加費：無料
…………………………………………
マンドリン演奏会
日時：5／3（祝・水）13：00～14：00
内容：アンサンブル・ラルゴの皆さんに

よるマンドリンの演奏会です。
対象：どなたでも
定員：200名
参加費：無料

…………………………………………
大気圧によるドラム缶つぶし
日時：5／3（祝・水）14：45～15：15
内容：大気圧の力でドラム缶をつぶす

実験を行います。
対象：どなたでも
※雨天、強風の時は
5日に延期

ソニー・エクスプローラサイエンスの科学実験ショー
「サイエンスバトラー」
日時：5／4（祝・木）

①11：30～12：10
②14：30～15：10

内容：「光」、「音」、「大気圧」など得意な実験
を持つサイエンスバトラーたちが対決し
あう楽しい実験ショーです。

対象：どなたでも 定員：各回200名
参加費：無料
…………………………………………………
ぜんぶ見せます！サイエンスショー
日時：5／5（祝・金）

①10：45～②14：45～
内容：ふしぎな実験の数々をロングバー

ジョン（約60分）でご覧いただけます。
対象：どなたでも
定員：各回200名
※ドラム缶つぶしが延期と
なり5日に実施となった
場合は、午後の部は3日
に実施します。
参加費：無料
…………………………………………………
ゴールデンウィーク科学探検教室
日時：5／6（土）・5／7（日）

10：00～15：00
内容：楽しい科学工作をブース形式で実施

します。
対象：3才～大人 1日300名程度
参加費：20～70円程度

＊
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催
物
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て
は
、
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ィ
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DIY木工教室Ⅰ
「収納上手なチェアーを作ろう」
日時：4／15（土）9：30～12：00
内容：「テーブルチェアー」を作ります。
対象：小学4年生～大人 12名

参加費：200円 申込み：3／16（木）9：00～（電話可）
…………………………………………………………………
ウインドチャイムを作ろう
日時：4／16（日）9：30～12：00
内容：アルミパイプを加工して、きれいな

音色のするドアチャイムを作ります。
対象：小学4年生～大人 12名
参加費：350円
申込み：3／16（木）9：00～（電話可）
…………………………………………………………………
飛ばして回そうアローコプター
日時：4／23（日）9：30～12：00
内容：ゴムの力で射上げた矢が、くるくると舞い降りて

くる「アローコプター」を作ります。
対象：小学4年生～大人 12名
参加費：200円 申込み：3／23（木）9：00～（電話可）
…………………………………………………………………
古代の超合金！ミニ青銅鏡を作ろう
日時：5／14（日）9：30～12：00
内容：銅とスズを溶かして青銅鏡を

作ります。
対象：小学5年生～大人 9名
参加費：300円
申込み：4／13（木）9：00～（電話可）
…………………………………………………………………
君もマジシャンになろう
日時：5／21（日）9：30～12：00
内容：いろいろなマジックに挑戦します。あなたもマジシャンに

なって、家族や友達をビックリさせてみませんか。
対象：小学4年生～大人 12名
参加費：300円 申込み：4／20（木）9：00～（電話可）
…………………………………………………………………
バナナとタマネギで学ぶ染色体と遺伝子
日時：5／28（日）9：30～12：00
内容：バナナからDNAを抽出したり

タマネギの根端細胞を観察し
たりします。

対象：小学5年生～大人12人
参加費：200円 申込み：4／27（木）9：00～（電話可）

イベント 楽しい草木染
日時：4／8（土）10：00～12：00
内容：ハンカチの草木染
対象：小学1年生～大人24人（小学1・2年生は保護者同伴）
参加費：200円
申込み：3／9（木）9：00～（電話可）

中学生も大人も科学！「ガリレオ温度計
～空気の性質を利用した温度計～」
日時：5／13（土）10：00～12：00
内容：ガリレオ温度計作り
対象：小学5年生～大人 30人
参加費：未定
申込み：4／13（木）9：00～（電話可）
………………………………………………………
どうぶつ探検隊
日時：6／3（土）11：00～11：40
内容：未定
対象：小学1年生～大人 30名
参加費：無料
申込み：4／27（木）9：00～（電話可）
………………………………………………………
埼玉大学おもしろ理科実験教室
「電気の力ってすごい」
日時：6／3（土）13：30～16：30
内容：ソーラーカーを作り、みんなでレースをします。
対象：小学5年生～中学3年生 24名
参加費：1500円
申込み：5／2（火）9：00～（電話可）
………………………………………………………
吉野電化工業の「オリジナル
金めっきアクセサリーを作ろう」
日時：6／4（日）10：00～12：00
内容：金めっきアクセサリー作り
対象：小学4年生～大人 20名
参加費：無料
申込み：5／2（火）9：00～（電話可）
………………………………………………………
大人の生物学講座（4回シリーズ）
日時：6／6・13・20・27（火）10：00～12：00
内容：人の生活を中心にした身近な生物学を、

実験もしながら楽しく学びます。
対象：大人 40名（1回の参加でも可）
参加費：無料
申込み：5／2（火）9：00～（電話可）
………………………………………………………
ユニット折り紙の世界
日時：6／10（土）10：00～12：00
内容：折り紙のユニットを組み合わせていろいろな立体を作ります。
対象：小学1年生～小学6年生 30人

（小学1・2年生は保護者同伴）
参加費：未定 申込み：5／18（木）9：00～（電話可）
………………………………………………………
分解と組み立てでわかるパソコンのしくみ
日時：6／11（日）13：00～16：30
内容：パソコンを分解してしくみを学びます。
対象：小学5年生～中学3年生 24人
参加費：無料 申込み：5／18（木）9：00～（電話可）

科学実験・工作体験
時間・会場：科学実験体験 ①10：00～（土日祝日のみ）��

�
…実験室②14：00～

科学工作体験 ①11：30～ ②15：30～ …工作室
＊開始10分前から会場で受付をします。（先着順）
＊体験時間は、30分から40分程度です。内容・人数により前後することもございます。
＊水曜・金曜日は学校利用日のため中止となる場合がございます。
対象・定員 小1～小3 各回12人 小4～大人 各回16人

＊未就学児は入室できません。
＊参加費は、月ごとに異なります。詳しくは、ホームページやミラクルニュース
でご確認いただくか、ミラクルにお問い合わせください。
＊体験内容や時間、会場、定員等は変更になることがありますのでご了承ください。

休館日（4～6月）
月曜日・5／9

月ごとに変わるおもしろメニュー
科学工作体験
グライダーを飛ばそう
ゴムロケットをつくろう
液体万華鏡を作ろう
キラキラ万華鏡を作ろう
不思議な壁～ブラックウォール～
お金が消える！？貯金箱
3D万華鏡を作ろう
ステンドグラススコープを作ろう

小4～大人
小1～小3
小4～大人
小1～小3
小4～大人
小1～小3
小4～大人
小1～小3

科学実験体験
電子レンジのひみつ
電子レンジのひみつ
真空の不思議
空気おもしろ実験
顕微鏡で見るミクロの世界
顕微鏡で見るミクロの世界
熱の不思議～冷却パックのしくみ～
ドライアイスで遊ぼう

小4～大人
小1～小3
小4～大人
小1～小3
小4～大人
小1～小3
小4～大人
小1～小3

3月

4月

5月

6月

＊科学技術体験センターでの体験内容、時間、会場、対象、定員、参加費、参加方法等につきましては、ホームページ（http : //www.miracle.city.koshigaya.
saitama.jp）や「ミラクルニュース」等でご確認いただくか、ミラクルまでお問い合わせください。

歌舞伎プレセミナー
時5月24日（水）14：00開演
出葛西聖司 （アナウンサー／古典芸能解説者）
場小ホール（客席数484名＋車椅子6席）
内7月3日（月）「松竹大歌舞伎」の見どころ
を映像や音楽などを使って分かりやすく解
説します。

料入場無料（どなたでもご参加いただけます）
※満席の際はご入場をお断りする場合がございます。

ダンス講座～みんなでステージを創ろう！～
時6月3日（土）～7月8日（土）で全8回
※詳しくはホームページをご覧いただくかホールま
でお問い合せください。
内ダンスの基礎を楽しく学びながら、プロの
ダンサーや仲間とステージで輝こう！

講藤田善宏 （振付家・ダンサー・デザイナー）
対小学3年生～大学生（社会人学生を除く）で20名
料￥3，000 申4月2日（日）より
※定員になり次第締め切り

詳しくはサンシティへ集募者加参

こしがや若手精選落語会“其の九”
時開演18：30
出春風亭ぴっかり
春風亭一蔵
柳亭市弥 立川吉笑
ゲスト：春風亭一之輔

料全席指定 一般￥1，500
シニア￥1，200 学生￥1，000

※シニア料金は60歳以上
未入場不可

狂言の世界
時開演18：30
出野村万作 野村萬斎 石田幸雄 他
演悪太郎（あくたろう）、蝸牛（かぎゅう）
※演目の前に狂言の解説を行ないます。

料全席指定 特等席￥4，500 一等席￥3，500
二等席￥2，500

学生 特等席￥1，500 一等席￥1，000
二等席￥500

※シニア（60歳以上）
各1割引
未入場不可

サンシティクラシック・ティータイムコンサート
小川里美 ソプラノ・リサイタル
時開演14：00
出小川里美（ソプラノ）佐藤正浩（ピアノ）
曲ビゼー／歌劇「カルメン」より
“何を恐れることがありましょうか？”
ヴェルディ／歌劇「椿姫」より
“ああ、そはかの人か～花から花へ”他
料全席指定※全席1ドリンクつき
一般￥3，300 学生￥1，650

未入場不可

GW特別イベント
～わくわく体験・夢・感動～
子どもから大人まで体験できます！

レクチャー室

1，000円

1，600円

2，300円

＊越谷市、草加市、八潮市、三郷市、吉川市、松伏町
以外の方は上記金額の30％増し

多目的ホール

5，000円

8，000円

12，000円

午前（9：00～12：00）

午後（13：00～17：00）

全日（9：00～17：00）

●利用料金
入館無料。ただし、実験・工作等の
参加費が必要な場合があります。

●団体利用（15人以上の場合）の方法
あらかじめご連絡のうえ、申請
書を提出し、許可を受けてくだ
さい。

●多目的ホール（祝日を除く火曜・
木曜日のみ）、レクチャー室の貸し
出しには次の料金がかかります。

利
用
案
内

特別
事業

4／23
㈰発売

郷ひろみ
Hiromi Go Concert Tour 2017
時6月4日（日）開演17：00
料全席指定 ￥7，500
※3歳以上有料（3歳未満入場不可）
※1コール2枚まで

4／9
㈰発売

ミュージカル・コメディ
「キス・ミー・ケイト」
時7月1日（土）開演17：00
7月2日（日）開演13：00

出松平健、一路真輝、太川陽介 他
料全席指定 S席￥5，500 A席￥4，500
※学生各半額
未入場不可

3／26
㈰発売

松竹大歌舞伎
中村橋之助改め 八代目中村芝翫襲名披露
時7月3日（月）開演14：00
出中村芝翫、中村橋之助
中村福之助、中村梅玉 他

演猩々、襲名披露 口上
一谷嫩軍記 熊谷陣屋

料全席指定
特等席￥5，500 一等席￥4，500
二等席￥3，500 2階席￥1，500

※学生は、特等席・一等席・二等席より各半額。
未入場不可

ティータイムコンサート

4／2
㈰発売

堀米ゆず子ヴァイオリン・リサイタル
時7月15日（土）開演14：00
出堀米ゆず子（ヴァイオリン）
津田裕也（ピアノ）

料全席指定 一般￥3，300 学生￥1，650
未入場不可

3／19
㈰発売

ベンチャーズ JAPAN TOUR 2017
時7月22日（土）開演17：00
料全席指定 ￥6，000
未入場不可

5／28
㈰発売

平原綾香
CONCERT TOUR 2017～ LOVE 2 ～
時9月2日（土）開演17：00
料全席指定 ￥6，800
未入場不可

谷村新司
45th CONCERT TOUR 2017
STANDARD

時開演17：00
料全席指定
￥8，640

未入場不可

こしがや能 春の調べ
時開演14：00
場越谷市日本文化伝承の館 こしがや能楽堂
演仕舞「胡蝶」「班女」「殺生石」
狂言「茶壺」
舞囃子「難波」・能「羽衣」

料全席自由
一般￥3，000 学生￥1，500

未入場不可
※雨天決行（荒天時中止）

第四十五回こしがや落語会
「志らく・談笑 二人会」
時開演18：30
出立川志らく
立川談笑 他
料全席指定
￥3，500
未入場不可

『『ググラランンドドフフィィナナーーレレ』』

�時①10：00②14：00
③18：30
�料￥1，000
＊割引券（チラシ）をお
持ちの方は200円引き

『『永永いい言言いい訳訳』』『『オオケケ老老人人！！』』

◆ホール貸し出し抽せん会

「まんまるよやくシステム」による申込み方法
インターネット・携帯電話・一般家庭電話または直接窓口で

「抽せん申込み」の受け付けをしています。
■インターネット・携帯電話での利用は事前登録が必要
抽せん結果：毎月12日（メール・窓口にて通知）
使用の確定：当せんした方は抽せんのあった月の12日～18
日に窓口での使用申込み手続きが必要です。
なお、19日以降は上記方法で通常予約可能。

※期間内に窓口での使用申込みをされない場合は当せんの権利が取り消しとなります
※5／1（月）11：00からホールフロントで、29年9月～29年11月の小ホール
ギャラリーの申込みを抽選にて受付（電話予約の場合は14：00から受付）

※都合により抽せん申込みができない日程があります。
※5市1町とは、越谷市、草加市、八潮市、三郷市、吉川市、松伏町

小・展示ホール（5市1町内）
29年11月分
29年12月分
30年1月分

大ホール
30年4月分
30年5月分
30年6月分

申込み期間
4／1（土）～10（月）
5／1（月）～10（水）
6／1（木）～10（土）

3／31
（金）

5／13
（土）

5／14
（日）

5／13
（土）

3／22
（水）

6／2
（金）

ⒸⒸKKeeii UUeessuuggii

能能「「羽羽衣衣」」よよりり
（（撮撮影影：：前前島島吉吉裕裕））

撮撮影影：：山山田田雅雅子子

＊発売初日は、午前10：00から
電話予約のみ受付します。
＊サンシティメンバーズの優先
販売あり

24・25
（金）（土）

3

21・22
（金）（土）

4
19・20
（金）（土）

5
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越谷で３０年 丁寧な指導 実績と信頼を得ています

越谷市花田4－18－22 花田小裏門前
中央中 越ケ谷高校より10分

Web割引あり　無料体験・相談受付中
英検  漢検  数検  準会場認定校  SSK（県認可）加盟塾

小  中  高  大学進学指導　小論文
英語・フランス語・ドイツ語

http://www.hgprojet.com/
℡ 048-964-1184

●キッズクラフト
日 時：3／25（土）14：00～15：00
内 容：「タワー型ビー玉万華鏡」をつくります。
会 場：1階 工作室
対 象：小学生 20名
申込み：当日13：30～事務室カウンター

で受付します。
29年度クラブメンバー募集
●科学クラブ
開催予定：前期6回、後期6回

前期第1回目4／22（土）
14：00～16：00

内 容：燃焼や中和などの実験を行い、科
学の基礎を学びます。

対 象：小学4年生～中学3年生 20名
申込み：4／8（土）9：00～
●あつまれ！0・1・2
日 時：4／15（土）・5／20（土）

10：00～11：30
内 容：育児に関する話、リズム遊び、劇

など。

●赤ちゃんサロン
日 時：4／12（水）・6／21（水）

10：00～11：30
内 容：保護者の座談会形式のサロン

です。
●パパも一緒にあそぼう！
日 時：6／3（土）10：00～11：00
内 容：未定
●ちびっこフェスティバル2017
日 時：5／4（祝）・5（祝）

内 容：チャリティーマーケット、ネオステ
ンドアート、簡単工作、星砂で星座
絵作り、南京玉すだれ、プラネタリ
ウム無料投影（幼児番組）、占いの館、
似顔絵コー
ナーなど

＊詳しくはコスモスだよ
り・ちびっこフェス
ティバル特集号をご覧
ください。

●こどもの日フェスティバル
こどもの日を祝い子どもたちが楽しめる
イベント満載のお祭りを開催します。
日 時：5／4（木・祝）・5（金・祝）
内 容：腹話術、ヒマワリこども音楽会、

かんたん工作、ふれあいどうぶつ
えん、スライムづくり、こどもえ
んにち、ベッコウアメ作りなど

※詳しくは「ヒマワリだより・こどもの日フェスティ
バル特集号」をご覧ください。

プラネタリウム
春の星空とほうき星
（6／4まで）
土曜・日曜、祝日開館日、
学校春休み期間
（平日は団体投影日）
11：00から、14：00から、15：30から
小学生以上 1人1回100円

※幼児は保護者同伴で3才以上から観覧できます。

天体観望会
①「春の星空探訪」
～春の星座と木星～
②「春の星空探訪」
～春の星座と北斗七星～
①未定 ②未定
いずれも18：30～20：00
小学生～大人 50名
①未定 ②未定

※天候不良時はプラネタリウム投影となります。
※乳幼児の参加はご遠慮ください。
※安全のため、小・中学生は保護者同伴でお願いします。

子どもクラフト教室
①「ビー玉ネックレスを
つくろう」
②「偏光万華鏡を使って
光と遊ぼう」
①未定 ②未定
いずれも14：00～16：00
小学生以上 10名
（小学3年生までは保護者同伴、乳幼児の同伴不可）
①100円②100円
①未定 ②未定

内 容

投影日

時 間
観覧料

内 容

日 時

対 象
申込み

内 容

日 時

対 象

参加費
申込み

ふれあい科学教室
①未定
②「入浴剤をつくろう」
①5／7（日） ②未定
いずれも14：00～16：00
小学生と保護者10組（乳幼児の同伴不可）
①未定②無料
①4／23（日）9：00～5／5（祝）17：00
②未定

科学のとびら～開放実験室～
土曜日・日曜日・祝日
14：10～15：00
3階科学実験室で、科学に関
する様々な体験を行います。
小・中学生（乳幼児の入室不可）
当日参加自由

※実験教室、クラブがあるときは行わないことがあります。

キッズサイエンス
土曜日・日曜日・祝日・春休み
11：00～11：20 13：30～13：50
簡単で楽しめる科学体験や
ものづくりを行います。
3歳～中学生
当日参加自由

※実験教室、クラブがあるときは行わないことがあります。

内 容

日 時

対 象
参加費

申込み

日 時

内 容

対 象
申込み

日 時

内 容

対 象
申込み

おりがみ教室
3／29（水）・4／4（火）
13：30～15：00
何を作るかは当日のお楽しみ…
1階 ロビー
幼児～小学生
当日参加自由

親子であそびましょう！
元気いっぱい！アスレチック

4／26（水）・5／24（水）
9：30～11：30
トランポリンや飛び箱を使っ
たアスレチック

こいのぼり作り
4／19（水）10：00～11：30
親子で簡単なこいのぼりを作
ります。（作った作品はお持ち
帰りできます）

※会 場：1階 遊戯室
※対 象：未就学児と保護者
※申込み：当日参加自由

ミルキーママスクール
5／12（金）10：00～11：15
突然のケガなどの対処法・
応急処置について
開催日当日2才未満の子をもつ
保護者及び妊婦 25組
越谷市消防署間久里分署救急隊
4／28（金）9：00～電話受付
4／28（金）13：30～5／11（木）
16：30電子申請受付

日 時

内 容
会 場
対 象
申込み

日 時

内 容

日 時

内 容

日 時
内 容

対 象

講 師

申込み

休館日（3月～6月）
月曜日（祝日を除く）
3／21、5／16

休館日（4月～6月）
月曜日（祝日を除く）

5／9

おもちゃの病院
おもちゃドクターの治療の様子を見学
し、ものを大切にすることを学びます。
①4／15・②5／20・③6／17
（いずれも土曜日）13：30～15：00
乳幼児（保護者同伴）～18歳未満10人
※治療時に同席できる方
・電子申請：
①3／15（水）0：00～3／19（日）15：00
②5／1（月）0：00～5／4（木）15：00
③6／1（木）0：00～6／4（日）15：00
・電話又は直接来館：①3／20（月・祝）
②5／6（土）③6／6（火）9：00～
治療が必要なおもちゃ
（原則1人1点・付属品も持参）

内 容

日 時

対 象

申込み

持ち物

こんにちは赤ちゃん
0歳の保護者のおしゃべりや親子
遊びをとおしての仲間づくりです。
赤ちゃんの身長・体重測定も実施。
4／21、5／19、6／16
（いずれも金曜日）10：30～11：45
生後12ヶ月までの乳児と
保護者・出産予定者
当日自由参加（市内外問わず）

ミルキーママ・スクール【保育有】
育児に係るテーマを専門講師か
ら聞くことのできる講話です。

◇第1回「乳児の食事『離乳食あれこれ』」
5／30（火）10：30～11：45
越谷市民の0～3歳未満の乳幼
児を持つ保護者20人・出産予定者
5／6（土）9：00～

内 容

日 時

対 象

申込み

内 容

日 時

対 象

申込み

わくわく科学教室
生き物の観察や植物を使った実
験など…様々なアプローチで科
学を楽しみます。

◇「メダカの飼い方教室」
4／16（日）10：00～11：30
小学生以上
（小学2年生までは保護者同伴）
20人
4／5（水）9：00～

◇「植物で染物に挑戦Ⅰ（春）」
4／23（日）10：00～11：30
小学生以上
（小学2年生までは保護者同伴）
20人
4／5（水）9：00～

◇「3階のプチトマトでジャムをつくろう」
4／30（日）10：00～11：30
小学生以上 親子5組
4／5（水）9：00～

キッズとパパのなかよしタイム
パパならではのダイナミックな
遊びでキッズとパパがなかよし
になれる講座です。

◇「親子で思いきり体を動かそう！」
4／15（土）10：30～11：30
越谷市民の1～5歳未満の幼児と
父親または保護者 15組
・電子申請：3／15（水）0：00～3／19（日）15：00
・電話又は直接来館：3／20（月・祝）9：00～

内 容

日 時

対 象

申込み

日 時

対 象

申込み

日 時
対 象
申込み

内 容

日 時

対 象

申込み

平成29年度クラブ員募集
申込

4／5（水）
9：00から

4／20（木）
9：00から

5／20（土）
9：00から

対象

小学3年生以上12人

小学4～6年生20人

小学4年生以上12人

①小学1～3年生15人
②小学4年生以上15人

小学生以上20人

越谷市民のH25．4．2～H27．
4．1生の幼児と保護者20組

小学3年生以上10人

小学1～3年生20人

小学4年生以上12人

年長児以上30人

小学3年生以上30人

日時
4／15（土）から全5回
10：00～11：30
4／22（土）から全6回
10：00～11：30
4／22（土）から全11回
10：00～11：30
4／22（土）から全8回
①10：00～10：45
②10：50～11：40
4／29（土）から全10回
10：00～11：30
5／10（水）から全8回
10：30～11：30
5／13（土）から全8回
14：00～15：30
5／13（土）から全6回
10：00～11：30
5／14（日）から全3回
9：30～11：50
6／10（土）から全4回
14：15～15：15
6／10（土）から全13回
15：30～16：30

クラブ名

パソコンクラブ

チャレンジクラブ

にこにこ囲碁教室

卓球クラブ

こどもエコクラブ

幼児クラブ（前期）

マジッククラブ

ヒマワリくらぶ

陶芸クラブ

キッズダンス教室

ジュニアダンス
クラブ

※日時・内容については一部変更になる
場合があります。毎月発行の「ヒマワ
リだより」でご確認ください

＊日時・内容については一部変更になる場合が
あります。毎月発行の「コスモスだより」で
ご確認ください。

※申込み期限が決まっている行事については、
定員に達した時点で申込み終了となります。
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973 7903 343-0827
川柳町2‐507‐1

温水プール
最終遊泳時間

トレーニングルーム

生活・健康相談
日時：開館日の10：00～12：00、

13：00～15：00
対象：市内在住で60歳以上の方
移動図書館
日時：4／13、27（木）・5／11、

25（木）・6／8、22（木）
14：30～15：00

場所：正面玄関前
対象：図書館（室）の利用券をお持

ちの方。
詳しくは、市立図書館にお問
い合わせください。
市立図書館 �965－2655

生活・健康相談
日時：開館日の10：00～12：00、

13：00～15：00
対象：市内在住で60歳以上の方

移動図書館
日時：毎月第1・3木曜日

14：00～14：30
場所：南側駐車場
対象：図書館（室）の利用券をお持ちの方。

詳しくは、市立図書館にお問い合わせください。
市立図書館 �965－2655

【公開時間】
1部：9：30～12：00（11：45）
2部：13：00～15：30（15：15）
3部：16：00～18：30（18：15）
4部：19：00～21：30（21：15）
＊公開時間は、プール受付開場時間から更衣室
利用終了時間までの2時間30分です

＊各部では、公開開始から1時間後に10分間の休憩時間があります
＊混雑時には入場制限することがあります
＊毎週木・日曜日、リラクゼーションプールは、メンテナンスのため21：00で
終了となります

【利用料金】一般400円、小・中学生300円、60歳以上200円
＊60歳未満の障がい者は、半額です
＊車いすの方もご利用いただけます ＊3歳未満の方は利用できません
＊年齢を問わず、排せつが自立していない方は利用できません
＊保護者1人につき幼児（3歳以上の未就学児）の同伴は2人まで無料です
注：水泳帽子の着用が必要です

【利用時間】9：30～21：15（更衣室利用終了時間21：30）
＊初めての方は初回講習会（予約制）の受講が必要となります
直接市民プールへ申し込みください（電話可）
講習会は開館日の ①14：00～ ②19：00～ の2回です

【利用料金】一般（高校生以上）1回400円、60歳以上 1回200円
＊60歳未満の障がい者は、半額です
＊車いすの方もご利用いただけます
＊中学生以下は利用できません
＊混雑時には入場制限することがあります

ふれあいデーの催し物
ゆりのき荘では、毎月第3土曜日
のふれあいデーに「ガンバルーンde
ストレッチ」・「折り紙教室」などを
無料で行っています。是非ご参加く
ださい。詳細についてはお問い合わ
せください。

健康教室
日時：毎週木曜日

（木曜日が祝日の場合は休み）
2部制 第1回10：00～

第2回11：00～
各回45分程度入れ替え制

内容：健康体操、健康に関する講話等
対象：市内在住で60歳以上の方
費用：無料
持ち物：室内用の履物（うわばき）、

水筒、タオル
※健康教室は地域包括支援センター
川柳・大相模との共催事業です。

詳しい内容は地域包括セ
ンター川柳・大相模にお
問合せください。
（☎048－990－0753）

＊日時・内容については一部変更になる場合があります。詳しくは、各施設へお問い合わせください
＊老人福祉センターに初めてお越しの際は、住所・氏名・生年月日の分かるもの（運転免許証・保険証など）をお持ちください

＊日時・内容については一部変更になる場合があります。詳しくは、各施設へお問い合わせください

�老人福祉センター けやき荘・くすのき荘・ゆりのき荘・ひのき荘�
リハビリなんでも相談
理学療法士がリハビリについての相談をお受けします。日常生活における機能訓練、腰痛予防、筋力や体力の向上などのアドバイスを
します（ゆりのき荘では機能回復訓練室の機器の使用方法のアドバイスも行います）

申込み

当日直接各
センターへ

（※）ゆりのき荘は保健センターの指導のあった方も対象に含みます

ふれあいデー（一般開放日）
費用

無料

対 象

市内在住
の方なら
どなたで
も

費 用

無料

内 容

オセロゲーム、輪投げなど

映画「男はつらいよ」上映（10：10～と
13：10～の2回）、ビリヤード、卓球
けん玉、ベイゴマなどの昔遊び。体操教室、
おりがみ教室など。

第3日曜日：おてだま教室、
第4日曜日：おりがみ教室など

対 象

市内在住で
60歳以上の
方8人
（先着順）
（※）

場 所
和室
会議室

機能回復訓練室

2階機能回復訓練室

時 間

4／8（土）・5／13（土）・6／10（土） 9：30～16：00

4／9（日）・5／14（日）・6／11（日） 9：30～16：00

3／18（土）・4／15（土）・5／20（土）・6／17（土）
9：30～16：00
4／2（日）・4／9（日）・4／16（日）・4／23（日）・4／30（日）
5／7（日）・5／14（日）・5／21（日）・5／28（日）
6／4（日）・6／11（日）・6／18（日）・6／25（日）

時 間
4／28（金） 9：30～11：00
5／19（金） 9：30～11：00
4／13（木）・5／11（木）・6／8（木）
9：30～11：00
6／9（金） 9：30～11：00

けやき荘
くすのき荘
ゆりのき荘
ひのき荘

けやき荘

くすのき荘

ゆりのき荘

ひのき荘

3（月）・10（月）・17（月）・24（月）
1（月）・8（月）・15（月）・22（月）・29（月）
5（月）・12（月）・19（月）・26（月）

4月
5月
6月

休
館
日

一部ご利用になれない日
�3／17（金）午前中 教養娯楽室
越谷市老人クラブ連合会

補助金説明会のため
�4／10（月）午前中 教養娯楽室
けやきグラウンドゴルフクラブ
総会のため
�5／26（金）午前中 教養娯楽室
越谷市老人クラブ連合会総会
のため

1（土）・9（日）・15（土）・23（日）・29（祝）・30（日）
3（祝）・4（祝）・5（祝）・6（土）・14（日）・20（土）・28（日）
3（土）・11（日）・17（土）・25（日）

4月
5月
6月

休
館
日

2（日）・8（土）・16（日）・22（土）・29（祝）・30（日）
3（祝）・4（祝）・5（祝）・7（日）・13（土）・
21（日）・27（土）
4（日）・10（土）・18（日）・24（土）

4月

5月

6月

休
館
日

3（月）・10（月）・17（月）・24（月）
1（月）・8（月）・15（月）・22（月）・29（月）
5（月）・12（月）・19（月）・26（月）

4月
5月
6月

休
館
日

4（火）・11（火）・18（火）・25（火）
2（火）・9（火）・16（火）・23（火）・30（火）
6（火）・13（火）・20（火）・27（火）

4月
5月
6月

休
館
日

一部施設の利用休止のお知らせ
�温水プール 3月18日（土）第1公開・第2公開
水泳教室開催の為
�5月8日（月）～5月13日（土）※施設点検及び特別清掃のため



古紙配合率70％再生紙を使用しています
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4月

………………………………………………………………………………

5月

………………………………………………………………………………

6月

❶北越谷桜まつり■3月24日㈮～4月9日㈰ 北越谷元荒川堤
❷出羽チューリップコミュニティフェスタ2017

■9日㈰ 出羽公園
❸木造伝正観音菩薩坐像の御開帳

■16日㈰ 林泉寺（増林）
❹苗木の無料配布■21日㈮ 中央市民会館東側広場
❺第10回まるななマーケット

■23日㈰ 越谷駅東口周辺
❻不動橋こいのぼりフェスティバル

■29日㈷ 不動橋・相模町スポット広場周辺
❼藤まつり

■29日㈷～5月5日㈷ 久伊豆神社（越ヶ谷）

❽こどもの日フェスティバル
■4日㈷・5日㈷ 児童館ヒマワリ

❾ちびっこフェスティバル2017
■4日㈷・5日㈷ 児童館コスモス

10障害者の日記念事業「第37回ふれあいの日」■4日㈰ 中央市民会館
11歯科健康フェア■4日㈰ 保健センター
12越谷国際フェスティバル2017■4日㈰ 葛西用水ウッドデッキ
13スポーツ・レクリエーション講習会■10日㈯ 市内ウォーキングコース
14越谷産「花」の紹介■中旬 市役所1階ロビー

■発行／越谷市 �343‐8501埼玉県越谷市越ヶ谷四丁目2番1号 �048（964）2111（代表）FAX048（965）6433
■編集／市長公室広報広聴課 �048（963）9117（直通）
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この印刷物は環境にやさしい
「ベジタブルインキ」を使用しています

取材のため、こしがやエフエムの事務所
へ。市民パーソナリティさんのインタビュ
ーをしている中で、放送原稿の話になりま
した。聞けば、原稿は市民パーソナリティ
ご自身で作成しているとのこと。市の広報
紙も活用されていて、たくさんのお知らせ
の中から、その時の旬の情報を選んでお伝
えしているそうです。“今後も分かりやす
い紙面をつくっていこう”と改めて思う出
来事でした。
桜の咲く時季がもうすぐやってきます。
北越谷の桜並木を毎年見るのが楽しみです。
葛西用水中土手のチューリップも楽しみ。
花の咲く季節はいいですね。 （会）

日程は変更になる場合があります

〈問合せ先〉
❶❼（一社）越谷市観光協会 �971－9002
❷ 出羽地区センター �940－7521
❸ 生涯学習課 �963－9315
❹ 公園緑地課 �963－9225
❺ 越谷中央商店会 �960－1611
❻ 大相模地区センター �988－7370
❽ 児童館ヒマワリ �986－3715
❾ 児童館コスモス �978－1515
10 障害福祉課 �963－9164
11 市民健康課 �978－3511
12 越谷市国際交流協会事務局 �960－3350
13 スポーツ振興課 �963－9284
14 農業振興課 �963－9193

不動橋こいのぼりフェスティバル

出羽チューリップコミュニティフェスタ

越谷国際フェスティバル

ちびっこフェスティバル

木造伝正観音菩薩坐像の御開帳

歯科健康フェア


